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　今春の Library Week（4月 14日～ 18日）の企画の一
つとしてブック・トークが 5回開催され、私はそのうちの
1回を担当させていただいた。その中で、新入生にぜひ読
んでほしい本として『源氏物語』を取り上げ、30分に渡
り熱意を込めて語ることができた。法学部で英語科目を担
当する私が、日本文学の傑作である『源氏物語』について
話すということは些か生意気だが、『源氏物語』は私が今
まで読んだ本の中で最も好きなこともあり、あえてこれを
選んだのである。日本語・日本文学を学び始めて 30年以
上になるが、その間に『源氏物語』を様々な形で何度も読
んできた。それなのに全く飽きることもなく、また、未だ
知り尽くすこともできず、今でも読み続けている。そのい
わば「底のない」本のすばらしさを少しでも皆様と共有で
きたらと考え、ブック・トークの題材にしたのである。
　『源氏物語』を初めて読んだのは大学 2年生の時だった。
『日本古典文学を英訳で読む』という少人数の授業で、1
年間をかけて『万葉集』から井原西鶴の『好色五人女』ま
で和歌を中心にいろいろな日本文学作品を英訳で読んで話
し合った。（ちなみに、その翌年にも同じ授業を聴講し、
人形浄瑠璃から三島由紀夫の『宴の後』までを読んだ。）
もっとも、英訳で読んだため『源氏物語』より『The Tale 
of Genji』を読んだと言った方が正しいだろう。英国人翻
訳家アーサー・ウェイリー（1889-1966）によって 1925
～ 1933年にかけて出版された名訳で、私を含めて今も
世界中で多くの読者を魅了している不思議な力のある作
品である。マイケル・エメリックが『The Tale of Genji: 
Translation, Canonization, and World Literature』（2013）
で指摘しているように、『源氏物語』は 19世紀後半から
西洋にも知られ部分的に読まれ始めたが、ウェイリー訳に
よって初めて世界文学の座に着いた。
　『源氏物語』を再び読んだのは大学 3年と 4年の間、津
田塾大学に一年間留学をした時だった。その時読んだもの
はアメリカ人研究者・翻訳家エドワード・サイデンステッ
カー（1921-2007）の 1976年に出版された英訳で、ウェ
イリー訳と比べて文章が短く、原著のアイロニーなどをよ
く映し出しているバージョンであった。
　津田塾に留学していた時に『源氏物語』の原文に初めて
触れた。国語表現の授業で明石の御方の物語（明石・澪標・
松風の巻と記憶している）を順番で読み上げ、現代日本語
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に訳していった。それだけではない。先生のお話では、ど
うも私たち女子学生は明石の御方に見習うべきところもあ
り、身の程を察して控えめに男性と接することこそ成功の
道であると。今になって思うが、平安時代に書かれた物語
が「過去の文化遺産」として片付けられることなく、千年
の時を経ていまだ鮮やかに生きているのだ、ということを、
当時の先生のおかげで初めて気づくことができた。
　その後幾度も、『源氏物語』を様々なバージョンで全文、
あるいは部分的に読んできた。与謝野晶子の二つの現代
語訳『新訳源氏物語』（1912-1913）と『新新訳源氏物語』
（1938-1939）、谷崎潤一郎の旧訳（1939-1941）、円地文子
の訳（1972-1973）、最近ではロイヤル・タイラー氏の新
英訳（2001）を二回読んだ。漫画バージョンでは大和和
紀の『あさきゆめみし』はもちろん、小泉吉宏の『まろ、ん？』
もかわいいし、一冊だけで完結している点は見事である。
　「どの訳がよいですか」とよく尋ねられるのだが、この
点について私は、「良い」「悪い」の問題ではないと思う。
文学作品の翻訳―現代語訳も含む―は、鏡ではない。ある
一つの言語をもう一つの言語に書き換える場合、元の言語
を忠実に写そうとしても、その中で何を重視するかを必然
的に選択しなければならない。翻訳者の独自の理解だけで
はなく、原著の何を読者に読み取って欲しいのかによって、
翻訳は変わる。翻訳・現代語訳は一つの解釈と考えた方が
よいだろう。
　英訳がなければ、私は『源氏物語』を一生読むことはな
かったと思う。英訳があったからこそ、本文ではどうなっ
ているか興味がわくのである。（ロイヤル・タイラー氏は
『源氏物語』本文が読めなかったから訳したのだと言って
いる。）紫式部自筆本の『源氏物語』はもはや存在しない
から「原本」を読むことは不可能だが、活字本なら様々な
形のものがあり、手に入れやすい。その中でも私は、『新
潮日本古典集成』本をお薦めしたい。物語本文はページの
中央部で展開され、頭注があり、行と行の間に主語や話者、
場合によっては現代語が薄茶色で印刷されているところが
ちょうどいい。現代語訳がページの下にある本は、うっか
りそちらに目が移ってしまい、「原文」を読まなくなって
しまう。
　私にとって最後の課題は、やはり写本を少しでも読める
ようになることである。昨年 4月から親友宅で行われてい
る、旧尾張徳川家所蔵『河内本源氏物語』影印本を輪読す
る会に毎月出席するようになった。そこでは物語の解釈な
ど一切話題にせず、延々と続く変体仮名をただただ読むこ
とが会の趣旨である。私は実に下手で恥をかくばかりだが、
皆さんのすらすら読んでいく声々に、何か昔ながらの日本
語の美しさを感じる時もあり、哀しい場面が読まれるとつ
い涙を流してしまうこともある。『源氏物語』はきっと一
生読み続けることになろう。
